
カリキュラム

社会学科
基礎・演習
科目

◎アカデミックリテラシー
　社会学基礎演習
　社会学概論A・B

〇コース演習A/B/C※1
　社会学の理論
　社会学特講A・B
　専門書講読※2

　専門書講読（外）※2

演習１
社会教育実習演習１＊＊

演習２
社会教育演習２＊＊
卒業論文

メディアクリエイティブ特論　　　メディアクリエイティブ演習　 ※2表現・実践
関連科目

　内なる国際化論A・B　　ボランティア実践指導内なる国際化
関連科目※4

　生涯学習支援論A・B＊＊
　社会教育経営論A・B＊＊

社会教育士・
社会教育主事
任用資格
関連科目

　西洋経済史1・2
　労働法1・2
　行政法A・B

　日本法制史1・2
　近代日本法思想史
　政治思想史1A・1B

　憲法A・B
　民法A・B

　経済学概論1・2
　西洋法制史1・2教職関連

科目

明治学院
共通科目 ○社会学理論の基礎　文化とメディアの社会学入門　生命とアイデンティティの社会学入門　環境とコミュニティの社会学入門　◎○明治学院共通科目

◎必修　○選択必修　（無印）選択　　　ヘボン・キャリアデザイン・プログラム◎必修　○選択必修　（無印）選択　　　ヘボン・キャリアデザイン・プログラム　＊社会調査士資格取得関連科目　＊＊社会教育士・社会教育主事任用資格関連科目

※1 所属コースに対応した「コース演習」を履修します（コース必修科目）。　※2 それぞれ複数クラスが開講され、2年次から4年次まで履修可能なゼミ形式の少人数科目です。
※3 「社会学科専門・講義科目」はいずれのコースに所属していても、全ての科目の履修が可能です。
※4 これらに加えて所定の科目（明共科目）を履修すると明治学院大学独自の「多文化共生ファシリテーター」「多文化共生サポーター」に認定されます。
※年次は、当該科目を履修できる最低年次を表します。　
※2025年度開講科目です。実際のカリキュラム・科目名は変更の可能性があります。　※開講科目は上記以外にもあります。詳細はシラバスまたは本学Webサイトでご確認ください。
※社会調査士資格・社会教育士資格・社会教育主事任用資格の取得に関しては入学時に説明会を開催します。 

社会調査
関連科目

　社会調査の基礎＊
　社会調査の技法＊

　データ分析入門＊
　社会統計学＊

社会調査実習＊
社会教育調査実習＊/＊＊

〇数量データ分析＊／質的データ分析＊

社会学科
専門・
講義科目※3

　グローバリゼーション論
　公共政策論
　社会学史
　社会倫理学＊＊
　宗教社会学
　生涯学習概論Ａ・B＊＊

全コース共通
　犯罪社会学
　コミュニケーションの社会学
　エスニシティ論
　社会人類学
　地域社会論
　都市社会学＊＊

　社会階層論
　子どもの歴史社会学
　社会的ネットワーク論
　ポストコロニアル論＊＊
　経済と社会
　社会的相互行為論＊＊

　アイデンティティの社会学
　医療と身体の人類学
　技術と人間
　性現象論＊＊
　生命の社会学

生命とアイデンティティコース
　暴力の論理学＊＊
　地域環境論
　社会心理学＊＊
　開発と健康の社会学
　家族社会学

　環境社会学＊＊
　対人関係論
　仕事の社会学
　社会運動論

　比較社会学
　文化社会学＊＊
　メディア史＊＊
　メディア社会論＊＊
　映像社会学

文化とメディアコース
　社会心理学＊＊
　教育社会学＊＊
　現代宗教論
　コンテンツ産業論
　情報社会論＊＊

　アートの社会学
　消費の社会学

　現代コミュニティ論
　地域環境論
　教育社会学＊＊
　現代宗教論
　コンテンツ産業論
　情報社会論＊＊

環境とコミュニティコース
　医療と身体の人類学
　開発と健康の社会学
　家族社会学
　環境社会学＊＊
　対人関係論
　仕事の社会学

　社会運動論
　アートの社会学
　消費の社会学

　共生社会の理解
　障害者福祉総論
　高齢者福祉論A

　身体障害者福祉論
　知的障害者福祉論社会学に

関連の深い
隣接科目

　児童福祉論B
　国際社会保障論
　Welfare States
　学校ソーシャルワーク論

　農業政策論1・2
　地域福祉論A・B
　公的扶助論A・B
　家庭福祉論

　NPO論
　職業指導
　法社会学
　インターンシップ
　など

1年次
社会学と社会調査の基本を習得 コースで専門性を深め、分析・表現力を磨く ゼミを選び、独自のテーマを追究する

2年次 3・4年次


